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―
―
開
発
背
景

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
強
化
す

べ
く
、
紅
茶
飲
料
の
商
品
開
発

を
検
討
し
て
い
た
。「
無
糖
」

と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
ま
だ
世
の
中
に
出
て
い

な
い
様
々
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
製

品
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

鹿
児
島
県
産
の
緑
茶
葉
を
発
酵

さ
せ
た
紅
茶
葉
に
出
会
っ
た
。

　

と
て
も
上
品
な
「
香
り
」
で
、

こ
れ
は
世
の
中
の
人
に
支
持
さ

れ
る
と
確
信
し
商
品
化
に
着
手

し
た
。

　

近
年
、
お
茶

に
「
香
り
」
を

求
め
る
消
費
者

が
増
え
て
い

る
。
我
々
の
調

査
に
よ
る
と
、

紅
茶
に
「
止
渇

性
」
や
「
食
事

と
の
相
性
」
を

求
め
る
一
方

で
、「
香
り
の

よ
さ
」
へ
の
期
待

が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
特
に
コ

ロ
ナ
禍
で
は
こ
の

流
れ
が
顕
著
だ
。

　

将
来
へ
の
不
安

や
デ
ジ
タ
ル
ス
ト

レ
ス
と
い
っ
た
閉

塞
感
の
中
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
機
会
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
人
と
会
っ
て
ス
ト
レ
ス
を

解
消
す
る
こ
と
が
減
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
以
降
、「
普
段
飲
む
飲
料

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
た
い
」

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
顕
在
化
。
こ

れ
に
応
え
る
べ
く
、
香
高
い
鹿

児
島
産
の
紅
茶
葉
で
商
品
化
を

進
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

―
―
「
和
紅
茶
」
の
こ
だ
わ

り
　

特
長
で
あ
る
〝
香
高
さ
〟
を

最
大
限
に
引
き
出
し
た
こ
と

だ
。

　

現
地
の
農
家
を
訪
問
し
、
国

産
紅
茶
葉
の
確
保
と
と
も
に
一

か
ら
理
想
と
す
る
紅
茶
葉
を
つ

く
り
あ
げ
た
。味
づ
く
り
で
は
、

最
高
位
茶
師
で
あ
る
「
茶
師
十

段
」
の
六
代
目
東 

源
兵
衛
（
ひ

が
し 

げ
ん
べ
い
）
氏
監
修
の

も
と
、「
上
品
な
味
わ
い
」
を

追
求
。
鹿
児
島
県
産
茶
葉
を
１

０
０
％
使
用
し
、
絶
妙
な
う
ま

味
と
渋
み
で
、
前
者
が
引
き
立

つ
バ
ラ
ン
ス
で
、
上
品
な
香
り

と
味
わ
い
深
い
コ
ク
で
心
が
和

む
テ
イ
ス
ト
を
目
指
し
た
。

　

製
茶
の
段
階
か
ら
こ
だ
わ
る

こ
と
で
、
香
り
が
特
長
の
「
和

紅
茶
」
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

―
―
発
売
後
の
動
き
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

４
月
５
日
の
発
売
後
は
店
頭

回
転
が
好
調
で
、
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
製
品
力
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
当
初
の
目
論
見

通
り
魅
力
が
伝
わ
っ
た
と
手
ご

た
え
を
感
じ
た
も
の
の
、
競
合

環
境
が
激
し
い
中
で
、
こ
の
流

れ
を
維
持
す
る
た
め
の
課
題
も

見
え
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
商
品
の
魅
力
を
よ

り
多
く
の
方
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
９
月
13
日
か
ら
は
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
赤
と
白

を
基
調
と
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は

そ
の
ま
ま
に
、
新
た
に
茶
葉
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
あ

し
ら
い
、上
部
に
「
香
り
立
つ
」

と
記
す
こ
と
で
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
〝「
和
紅
茶
」
の
上

品
な
香
り
〟
を
改
め
て
訴
求
し

て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
第
２
弾
商
品
と

し
て「
和
紅
茶 

無
糖
ス
ト
レ
ー

ト 

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
ー
フ
」
を

期
間
限
定
発
売
。
４
月
下
旬
か

ら
５
月
上
旬
に
収
穫
す
る
そ
の

年
の
最
初
の
新
芽
を
摘
み
取
っ

て
作
ら
れ
た
一
番
茶
を
使
用
し

た
も
の
で
、
苦
み
が
少
な
く
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
澄
ん
だ
香
り
が

特
長
。
第
１
弾
と
同
様
に
東 

源
兵
衛
氏
が
中
味
を
監
修
し
て

い
る
。

　

い
ず
れ
も
採
用
さ
れ
た
Ｓ
Ｍ

で
は
と
て
も
動
き
が
良
く
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
声
も
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　

今
後
は
「
和
紅
茶
の
日
」

（
11
月
10
日
）
に
合
わ
せ
た
情

報
発
信
な
ど
で
多
く
の
方
に
試

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。
売
り
場

で
は
、「
十
六
茶
」
を
は
じ
め

と
す
る
ア
サ
ヒ
飲
料
の
定
番
ブ

ラ
ン
ド
と
と
も
に
提
案
を
強
化

す
る
。

　

話
題
を
作
っ
て
面
を
増
や
す

こ
と
が
今
の
課
題
だ
が
、
地
道

な
営
業
活
動
を
重
ね
る
こ
と
で

確
実
に
実
績
に
結
び
付
け
て
い

き
た
い
。

　

ア
サ
ヒ
飲
料
は
今
年
４
月
、
国
産
茶
葉
を
１
０
０
％
使
用
し
た
「
和
紅
茶 

無
糖
ス
ト

レ
ー
ト
」
を
発
売
。
上
品
な
「
香
り
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
無
糖
紅
茶
飲
料
で
、
発
売
後

は
手
ご
た
え
が
あ
り
な
が
ら
も
見
え
て
き
た
課
題
も
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
「
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
た
確
か
な
製
品
力
を
持
っ
た
同
品
を
大
切
に
育
成
す
る
方
針
だ
」
と
い
う
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
二
部

お
茶
・
水
グ
ル
ー
プ
の
星
野
浩
孝
氏
（
写

真
）
に
こ
だ
わ
り
や
今
後
に
つ
い
て
聞
い

た
。�

（
聞
き
手 

柴
田
明
子
）

〝
香
り
〞に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た「
和
紅
茶
」

〝
香
り
〞に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た「
和
紅
茶
」

〝
香
り
〞に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た「
和
紅
茶
」

ア
サ
ヒ
飲
料「

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

全
国
清
涼
飲
料
連
合
会
は
13

日
、
清
涼
飲
料
業
界
に
お
け
る

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
・
運
転
者
が
現

在
直
面
す
る
状
況
や
「
２
０
２

４
年
問
題
」
と
呼
ば
れ
る
物
流

課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
も
安
定

的
に
商
品
供
給
を
行
う
た
め
、

物
流
事
業
者
の
負
担
軽
減
な
ど

の
物
流
改
善
へ
の
取
り
組
み
を

開
始
す
る
と
発
表
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
・
運
転
者
を

取
り
巻
く
環
境
は「
人
手
不
足
」

「
高
齢
化
」「
長
時
間
労
働
」「
低

賃
金
」「
ト
ラ
ッ
ク
調
達
コ
ス

ト
の
上
昇
」「
荷
待
ち
に
お
け

る
長
時
間
待
機
」「
荷
卸
し
や

付
帯
作
業
の
増
加
」
な
ど
に
よ

り
非
常
に
厳
し
く
、
運
転
者
不

足
が
深
刻
化
。
さ
ら
に
２
０
２

４
年
に
は
労
働
基
準
法
の
時
間

外
労
働
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
で
、
こ
の
状
況
は
さ
ら

に
深
刻
化
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。

　

清
涼
飲
料
業
界
は
、
加
工
食

品
の
中
で
も
最
大
級
の
物
量
を

全
国
に
配
送
、
輸
送
ル
ー
ト
も

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
、
加
え
て

災
害
時
は
生
活
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
緊
急
配
送
も
必
要
と

な
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

　

生
活
者
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
清
涼
飲
料
水
を
、
今
後
も

安
定
的
に
取
引
先
に
配
送
す
る

た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時

間
労
働
に
つ
な
が
る
配
送
先
で

の
「
長
時
間
待
機
の
削
減
」
や

「
付
帯
作
業
の
改
善
」
に
む
け
、

関
連
業
種
な
ど
と
と
も
に
、
改

善
に
向
け
て
取
り
組
む
。
物
流

で
の
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
具
体
的
施

策
の
検
討
も
開
始
。

　

物
流
の
改
善
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
抑
制
、
省
エ
ネ
化
の
観
点
で

も
非
常
に
重
要
と
な
る
中
、
業

界
で
取
り
組
む
「
輸
送
ル
ー
ト

の
効
率
化
」「
共
同
配
送
」「
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
」
な
ど
今
後
も
推

進
。

　
「
物
流
課
題
へ
の
取
り
組
み

は
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

宅
配
需
要
の
増
加
な
ど
に
伴
う

物
量
拡
大
へ
の
対
応
に
加
え
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
省

エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
新

た
に
生
じ
る
様
々
な
物
流
課
題

へ
の
対
応
が
今
後
も
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
。
清
涼
飲
料
業
界

で
は
今
後
も
、
国
交
省
や
経
産

省
な
ど
関
係
省
庁
や
関
連
業

界
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
物
流
の
仕
組

み
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

（
全
清
飲
）。

全
清
飲
、物
流
課
題
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
開
始


